
































































glucose)およびアラニンの変化量(dalanine)との聞に有意な相関を示したこと， さらに. s blood 
glucoscとdalanineとの聞にも有意な相関が認められたことから， slow-コンポーネントでのVOzの回復
には，乳酸の代謝よりもアミノ酸代謝を介した糖新生が関与している知見を示した。
以上より，高強度のトレーニングを行っている運動選手の最大運動能力とその増加に対しては.ATに
加え.Isocapnic Bufferingの示す乳酸緩衝能の新しい指標が関与する概念は今後の運動医学の発展に寄
与するものと考えられる。本研究の成果は，運動選手の運動能力を構成する要因の詳細な評価に用いたり，
トレーニングの効果判定の新しい指標，さらに運動処方などにも利用できうる可能性を含んでいる。また，
運動回復期のV02の解析は，運動中および運動後の代謝活動を反映する回復過程の評価に用いられ，運
動にともなう疲労に関する今後の研究の基礎資料にもなりうると考えられる。
よって，本論文は博士(学術)の学位を授与されるに値するものと判定した。
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